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 学 位 論 文 要 旨 
    













とした。既往歴、服薬歴、運動機能に関する質問紙票調査、modified Unified Parkinson’s 


























は臨床症状を認めずasymptomatic ventriculomegaly with features of iNPH on MRI（AVIM）
と診断した。17名はiNPHの症状を有しpossible iNPHと診断し、うち5名はパーキンソニズ
ムを伴っていた。 
 
考 察 
 本研究では日本の高齢化の進んだ地域住民を対象にパーキンソニズムを調査した。これ
までの疫学研究ではパーキンソニズムの有病率は2.4－7.2％と報告されており、これまで
の報告に比べ高値であった。海士町では85歳以上の住民の割合が高く、高齢化地域である
こと、介護施設入所中の重度パーキンソニズムも調査し得たことが要因として考えられた。 
本研究のVaPの有病率(2.9％)は既報よりも高値であった。日本人は西洋人に比較して脳
血管障害が多いことが挙げられる。一方、DIPは0.2％と既報より少ない割合であった。 
 認知症高齢者では、非認知症高齢者に比べてパーキンソニズムの頻度が高かった。AD群
の約20％にパーキンソニズムを認めた。 
 海士町におけるiNPHの有病率は2.8％であり、日本人の既報の0.5-2.9％と同様であった。
AVIMの有病率は0.5％であった。AVIMやpossible iNPHからにprobable iNPHへの進展につい
ては不明な点が多く、今後縦断的な検討が重要である。 
 
結 論 
 地域住民でのパーキンソニズムの有病率とその背景を調査し、認知機能低下もパーキン
ソニズムに関連していることを示した。この結果が高齢化社会でパーキンソニズムへの早
期介入や予防につながると考えられる。 
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